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目的と方法

蔵書構築方針に関する

既存文献を分析する

↓
方針に必要な要素を洗い出す

↓
選書・受入に関連する要素を抜き出す

↓
当館「選書・受入基準」改訂点を検討する



分析対象

1983 MLA Handbook of Medical Library Practice (4th ed.)

- Vol.2 “Technical Services in Health Science Libraries”

1989 ALA Collection Management & Development Guides

- No.3 “Guide for Written Collection Policy Statements”

1997 MLA Current Practice in Health Sciences Librarianship

- Vol.4 “Collection Development & Assessment         
in Health Sciences Libraries”

2004 NLM Collection Development Manual of
the National Library of Medicine (4th ed.)



分析の視点

① 蔵書構築方針 策定（成文化）の

意義を確認する

② 蔵書構築方針の要素を洗い出す



分析結果① 方針成文化の意義

内部

• 図書館活動における目標の具体化

• 蔵書構築への貢献（一貫性，予算配分，評価尺度…）

• 担当者の研修、コミュニケーション

外部

• 説明責任・PR （図書館の位置づけ、関心の喚起）

• 分担、協力 （他館、他施設との関係）
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A. 方針文書について MLA
’83

ALA
’89

MLA
’97

NLM
’04

・方針書の目的

・方針書の読者

・図書館評議会

・方針文書の歴史的経緯

・方針見直し，承認方法

・方針文書の発行形態

・方針文書の裏づけ（法的）

・用語の定義づけ

分析結果② 蔵書構築方針の要素



B. 前提となる定義 MLA
’83

ALA
’89

MLA
’97

NLM
’04

・サービス対象・利用者

・設置母体の使命

・図書館の使命，役割

・蔵書管理，構築の目標

・既存蔵書の概要（歴史）

・他館との協力関係

・蔵書構築の担当組織

分析結果② 蔵書構築方針の要素



C. 方針の内容 MLA
’83

ALA
’89

MLA
’97

NLM
’04

・蔵書構築の全般的原則

・形態別資料の方針

・主題別の方針（各レベル）

・特別な方針（複本，寄贈等）

・判断基準（選別の材料）

・保存方針（除籍含む）

・予算配分

分析結果② 蔵書構築方針の要素



東邦大学医学メディアセンターにおける

蔵書構築の流れと関連文書

蔵書

図書リタイア
業務に関する

規定（内規）

選書・受入
基準

（図書・AV資料の部）

大学図書
管理規定
－第8条：除籍

受入

除籍
リタイア
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A. 方針文書について 東邦

・方針書の目的 ○

・方針書の読者

・図書館評議会

・方針文書の歴史的経緯

・方針見直し，更新・承認方法

・方針文書の発行形態

・方針文書の裏づけ（法的）

・用語の定義づけ ○

選択・受入の要素と 「選書・受入基準」との対照



B. 前提となる定義 東邦

・サービス対象・利用者

・設置母体の使命

・図書館の使命，役割

・蔵書管理，構築の目標

・既存蔵書の概要（歴史）

・他館との協力関係

・蔵書構築の担当組織 ○

選択・受入の要素と 「選書・受入基準」との対照



C. 方針の内容 東邦

・蔵書構築の全般的原則

・形態別資料の方針 ○

・特別な方針（複本，寄贈等） ○

・判断基準（選別の材料）

・主題別の方針（レベル別） ○

・保存方針（除籍含む）

・予算配分 ○

選択・受入の要素と 「選書・受入基準」との対照



「選書・受入」基準の加筆・改訂点（案）

A. 方針文書について
・文書の歴史的経緯
・文書の更新，発行形態

B. 前提となる定義
・サービス対象・利用者
・蔵書構築・構築の目標
・既存蔵書の概要（歴史）

C. 方針の内容
・判断基準（選別の材料）
・電子資料の基準
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